
2000年 出上の木簡
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大
林
達
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柳
　
智
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遺
跡
の
種
類
　
国
府
跡

（推
定
国
司
館
関
連
の
庭
園
跡
）

遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
中
頃
―
九
世
紀
初
頭

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
第

一
二

一
次
調
査

周
防
国
府
跡
第

一
二

一
次
調

査
は
都
市
計
画
道
路

「新
橋

・

牟
礼
線
」
建
設
に
伴
い
、
実
施

し
た
。
調
査
区
は
国
行
政
庁
推

定
地
に
近
く
、
南
西
に
は

一
九

九
八
年
度
の
発
掘
調
査
成
果
か

ら
、
国
司
館
と
推
定
さ
れ
る
地

区
に
近
接
し
て
い
る
。
こ
の
推

定
国
司
館
か
ら
は
墨
書
土
器
四
点
、
「請
莱
」
と
記
さ
れ
た
請
求
木
簡
の
断
簡

が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
二
二
号
）。

調
査
の
結
果
、
木
製
品
や
大
量
の
木
片
を
含
む
落
ち
込
み
を
検
出
し
、
木
簡

は
こ
の
落
ち
込
み
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
こ
の
遺
構
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
第

一
二
五
次
調
査
に
よ
っ
て
検
出
し
た
池
状
遺
構
と

一
連
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
の
で
、
木
簡
の
出
土
遺
構
と
し
て
も
同

一
の
遺
構
と
い
う
こ
と
に
な

之Ｏ
。

一
一　
第

一
二
五
次
調
査

周
防
国
府
跡
第

一
二
五
次
調
査
は
、
推
定
国
司
館
西
側
の
遺
構
を
探
る
目
的

で
実
施
し
た
。
調
査
区
は
、
第

一
二

一
次
調
査
区
北
端
に
近
接
し
た
位
置
に
あ

た
る
。

調
査
の
結
果
、
池
状
遺
構
と
二
間
×
五
間
の
掘
立
柱
建
物

棟
を
検
出
し
た
。

池
状
遺
構
は
第

一
二

一
次
調
査
で
検
出
し
た
落
ち
込
み
と
同

一
遺
構
で
あ
る
。

中
島
を
有
し
、
自
然
湧
水
と
池
底
部
に
貼
ら
れ
た
粘
土
に
よ
り
滞
水
状
況
を
維

持
で
き
、
さ
ら
に
東
側
に
近
接
す
る
掘
立
柱
建
物
を
配
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

庭
園
の
池
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。
池
の
層
位
は
上
下
三
層
に
分
け
ら
れ
、
池

廃
絶
以
降
の
堆
積
層
で
あ
る
。

木
簡
は
こ
の
池
状
遺
構
の
お
も
に
下
層
か
ら
二
七
点

０
つ
ち
削
婿
二
点
）
出

土
し
た
。
共
伴
遺
物
に
は
、
須
恵
器

・
土
師
器
、
木
製
品
や
多
量
の
木
片
が
あ

る
。
木
簡

・
木
片
は
と
も
に
焼
け
た
も
の
が
多
く
、
池
の
東
側
か
ら
集
中
し
て

出
土
し
て
い
る
。

(防 府)
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①
は
墨
が
ほ
と
ん
ど
流
失
し
て
い
る
が
、
墨
痕
が
盛
り
上
が
っ
た
状
態
で
あ

る
。
上
面

・
側
面
と
も
に
直
線
的
に
加
工
さ
れ
、
下
面
は
焼
損
し
て
い
る
。
赤

外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
に
よ
る
判
読
と
斜
光
に
よ
る
写
真
撮
影
に
よ
っ
て
、

部
分
的
に
文
字
が
確
認
で
き
た
。

詳
細
は
不
詳
で
あ
る
が
、
人
夫
の
貢
進
に
関
わ
る
文
書
木
簡
で
あ
ろ
う
。
殿

門
の
上
に
想
定
さ
れ
る
宛
先
は
、
現
状
で
は
二
文
字
分
し
か
確
認
で
き
な
い
も

Ｏ
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2000年 出上の木簡

の
の
、
さ
ら
に
上
部
に
二
ｔ
三
文
字
あ
っ
た
余
地
は
充
分
に
あ
る
。
な
お
、
表

面
左
端
に
は
墨
の
痕
跡
と
思
し
き
盛
り
上
が
り
が
残
っ
て
い
る
が
、
字
配
り
か

ら
み
て
削
り
残
り
の
可
能‐
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
状
で
は
墨
痕
や
盛
り

上
が
り
は
確
認
で
き
な
い
が
、
裏
面
に
も
本
来
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
木
簡
は
す
べ
て
投
棄
す
る
目
的
で
処
理
さ
れ
た
廃
棄
木
簡
で
あ
る
。

⑬
Ｏ
の
上
端
は
焼
損
し
、
②
上
端

。
①
上
端

・
⑥
右
側
の
断
片
の
下
端

（文
字

の
方
向
の
最
上
部
）
は
切
り
割

っ
た
後
の
二
次
加
工
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
①

の
右
側
の
断
片
の
右
側
、
す
な
わ
ち
文
字
の
方
向
に
置
い
た
場
合
の
天
は
削
り

の
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
。
い
①
ｌ
⑮
は
上
下
折
れ
、
左
右
割
れ
。
⑩
下
端
は

刻
界
線
部
分
で
折
れ
て
い
る
。
①
の
左
側
の
断
片
及
び
０
１
い
の
裏
面
は
、
剣

離
し
た
ま
ま
細
分
さ
れ
た
チ
ッ
プ
状
を
呈
し
て
い
る
。

①
は
縦
に
二
つ
に
分
断
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
表
面
に
は

一
二
文
字
が

判
読
で
き
た
が
、
裏
面
は
劣
化
が
ひ
ど
く
墨
書
か
ら
行
数
を
確
認
で
き
た
。
上

部
は
圭
頭
状
、
側
面

・
下
部
は
直
線
的
に
加
工
さ
れ
、
表
面
か
ら
み
て
右
端
部

に
上
下
各

一
カ
所
の
穿
孔
が
あ
る
。
「何
道
」
は
倉
の
名
称
、
も
し
く
は
場
所

を
示
す
地
名
と
も
推
定
さ
れ
る
。
「綬
」
は

「授
」
と
書
き
間
違
え
た
か
、
若

し
く
は
本
来
と
は
異
な
る
動
詞
の
用
法
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

周
防
国
に
達
良

（多
々
良
）
君
氏
が
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
石
山
寺
所
蔵
の

廷
喜
八
年

（九
〇
人
）
周
防
国
玖
珂
郡
玖
珂
郷
戸
籍
断
簡
に
み
え
る
多
々
良
公

秋
男
な
ど
の
類
例
が
あ
る
。
ま
た
、
周
防
国
府
の
所
在
郡
で
あ
る
佐
波
郡
に
は

達
良

（多
良
）
郷
が
あ
る
。

②
ｌ
⑮
は
横
材
に
文
字
が
ほ
ぼ
同
列
で
縦
書
き
に
書
か
れ
て
お
り
、
文
字
に

平
行
す
る
界
線
が
刻
ま
れ
て
い
る

（①
は
除
く
）。

〔
主
力
〕

②
は

「嫡
弟
」
「□
帳
」
か
ら
、
続
柄

。
身
分
を
記
し
た
も
の
。
ｍ
も
続
柄

の
部
分
で
あ
ろ
う
。
①
ω
は
と
も
に
内
容
か
ら
年
齢
区
分
の
部
分
。
０
は
２
つ



2000年出上の木簡

の
木
簡
が
接
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
「寄
口
」
が
み
え
る
か
ら
、
０
と
と
も
に

身
分
表
記
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
①
は
身
体
の
特
徴
の
注
記
、
⑫
は
集

計
部
分
で
あ
ろ
う
。
ω
⑭
は
戸
日
の
変
動
に
関
す
る
注
記
と
み
ら
れ
る
。
⑫
と

①
、
④
と
①
は
直
接
接
合
し
な
い
も
の
の
同
材
を
使
用
し
て
い
る
。
①
ｌ
⑮
は

前
述
の
木
簡
に
比
べ
て
楷
書
体
で
は
な
く
、
筆
運
び
が
速
く
字
体
が
崩
れ
た
も

の
が
多
い
。
①
④
⑭
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
界
線
の
間
隔
に
統

一
性
が
な
い
。

⑬
ｌ
⑮
は
直
接
接
合
し
な
い
が
、
引
っ
か
い
た
よ
う
な
細
い
界
線
や
崩
し
字
が

類
似
す
る
こ
と
、
さ
ち
に
同
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
じ
木
簡
で
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
墨
書
が
判
読
で
き
な
い
も
の
の
、
同
様
の
界
線
を
刻
ん
だ
横
材

の
木
簡
が

一
〇
点
い
界
線
の
み
確
認
で
き
る
木
片
が
四
点
あ
り
、　
一
括
し
た
遺

物
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
内
容
や
様
式
か
ら
み
て
、
周
防
国
の
戸
籍
か
計
帳
、

あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
人
身
把
握
の
た
め
の
文
書
で
あ
り
、
そ
の
下
書
き
な

い
し
作
成
過
程
で
作
ら
れ
た
木
簡
の
断
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
判
読

。
撮
影
に
あ
た
つ
て
は
、
京
都
学
園
大
学
の
人
木
充
氏
、

奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
、
馬
場
基
氏
、
中
村

一
郎
氏
か
ら
ご
教
示
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

（柳
　
智
子
）

『草
戸
木
簡
集
成
』

一
、
二
の
刊
行

広
島
県
福
山
市
の
声
田
川
中
州
に
展
開
し
た
中
世
集
落
跡
、
草
戸
千
軒

町
遺
跡
出
土
木
簡
を
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
に
よ
る
観
察
を
踏
ま

え
て
紹
介
す
る
報
告
書

『草
戸
木
簡
集
成
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
『草

戸
千
軒
―
木
簡

一
―
』
で
既
報
告
の
分
も
含
め
、
改
め
て
全
貌
を
紹
介
す

る
も
の
で
、
遺
構
ご
と
に
木
簡
の
出
土
状
況
、
個
別
の
木
簡
の
釈
文
と
解

説

。
考
察
を
掲
載
し
、
さ
ら
に
木
簡
デ
ー
タ
の
一
覧
表
と
図
版
を
付
す
。

『草
戸
木
簡
集
成
』

一
（車
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
報
告
三
）

一
九
九
九
年
三
月
刊
、
Ａ
４
版

一
三
二
頁
図
版

一
〇
頁

『草
戸
木
簡
集
成
』
二

（草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
報
告
四
）

二
〇
〇
〇
年
二
月
刊
、
Ａ
４
版
九
人
頁
図
版
二
人
頁

頒
価
は
い
ず
れ
も

一
二
〇
〇
円
、
送
料
三
人
○
円
。
申
し
込
み
は
左

記
へ
現
金
書
留
で
。

〒
七
二
〇
―
○
〇
六
七
　
広
島
県
福
山
市
西
町
二
十
四
十

一

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
人
四
九
十
三

一
十
二
五

一
三

（代
）

な
お
、
同
博
物
館
で
二
〇
〇
〇
年
春
季
に
行
な
わ
れ
た
特
別
展
の
図
録

『中
世
民
衆
生
活
の
文
字
―
木
簡
が
語
る
文
化
史
』
０
一〇
〇
〇
年
四
月

刊
）
も
、
頒
価

一
二
〇
〇
円
、
送
料
三
人
○
円
で
頒
布
中
。




